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性を示した。第三に、 CYP (Cytochrome P450) 活性の変動により誘発される薬物間相互作用や副作用発現予測にむ
けた基礎的検討として、漢方薬と西洋薬の併用実態調査から薬物間相互作用の発現が想定される漢方製剤を選択した。




























なり、さらに成分の種類は飛躍的に多いことからも、総和としての CYP への影響を評価する意義は大きい。 CYP 分
子種についてヒト肝ミクロゾームを用い in vitro 系で、の検討を行った結果、繁用される漢方エキス製剤について、推
定される血中濃度に相当する比較的低濃度でも in vitro での阻害が認められたことから、ヒト in vivo でも同様の阻




的素因、 CYP の遺伝子多型のみならず、薬剤jによる CYP3A4 の誘導などを含めた総合的評価の重要性を示した。
以上により臨床薬学の役割は、最新の薬学的手法を駆使して、ー遺伝子情報、医薬品情報、その他薬物治療に影響す
る諸因子について総合的に評価解析し、科学的根拠を提供することによって、問題点の解明やその解決に導き、可能
な限り薬物療法のリスクを最小限にし、効果を最大限にする個別化医療の実践に寄与することであることを明らかに
した。
本研究は臨床薬学のさらなる発展に繋がるものであり、博士(薬学)の学位論文として十分価値あるものと考えら
れる。
